
●
農
業
起
業
の
利
子
補
給
制
度
の
策

定
と
地
域
農
業
リ
ー
ダ
ー
育
成
支
援

本
年
度
は
新
た
に
Ｊ
Ａ
と
共
同
で

農
業
に
関
す
る
起
業
家
を
目
指
す
市

民
に
対
し
、
Ｊ
Ａ
が
融
資
を
し
た
場

合
に
、
そ
の
融
資
に
対
す
る
利
子
補

給
を
市
が
助
成
す
る
制
度
や
若
者
が

地
域
農
業
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
定
着

す
る
た
め
の
育
成
支
援
費
な
ど
の
所

要
の
経
費
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。

●
稚
魚
・
稚
貝
の
放
流
事
業
を
継
続

し
、
カ
キ
養
殖
を
研
究
、
開
発

次
に
、
漁
業
振
興
に
つ
き
ま
し
て

は
、
高
齢
化
、
後
継
者
不
足
、
魚
価

の
低
迷
、
資
源
量
の
減
少
な
ど
に

よ
っ
て
、
漁
業
経
営
が
圧
迫
さ
れ
て

い
ま
す
が
今
後
と
も
、
資
源
量
の
確

保
の
た
め
の
稚
魚
、
稚
貝
の
放
流
事

業
を
継
続
す
る
と
共
に
、
世
界
で
も

一
番
お
い
し
い
と
い
わ
れ
る
「
熊
本

の
カ
キ
」
す
な
わ
ち
不
知
火
海
の
カ

キ
養
殖
の
研
究
開
発
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

●
商
店
街
活
性
化
検
討
会
の
結
成
と

空
き
店
舗
対
策
な
ど
へ
の
助
成

次
に
、
市
内
の
商
工
業
に
つ
き
ま

し
て
は
、
大
型
店
の
進
出
な
ど
に
よ

る
売
り
上
げ
不
振
や
高
齢
化
・
後
継

者
不
足
な
ど
厳
し
い
環
境
に
あ
り
ま

す
が
、
空
き
店
舗
対
策
や
店
舗
の
改

良
支
援
の
た
め
の
助
成
事
業
な
ど
を

行
い
、
商
店
街
の
空
洞
化
対
策
と
活

性
化
の
手
法
を
検
討
す
る
ワ
ー
キ
ン

グ
チ
ー
ム
を
つ
く
り
、
対
策
を
講
じ

て
ま
い
り
ま
す
。

●
５
町
商
工
会
の
合
併
を
支
援

ま
た
、
商
工
業
の
振
興
発
展
の 
牽 
け
ん

 
引 
力
で
あ
り
ま
す
、
旧
５
町
商
工

い
ん会

で
は
、
時
代
の
変
化
に
対
応
可
能

な
組
織
力
の
強
化
な
ど
を
目
的
に
、

平
成　

年
４
月
を
合
併
期
日
と
定
め
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協
議
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

行
政
と
い
た
し
ま
し
て
も
商
工
業

の
振
興
に
と
っ
て
非
常
に
重
要
な
こ

と
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
で
き
る

限
り
の
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

●
消
費
生
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
常
設
と

被
害
防
止
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

消
費
者
行
政
に
つ
き
ま
し
て
は
、

高
齢
者
や
未
成
年
者
を
対
象
と
し
た

詐
欺
や
悪
徳
商
法
な
ど
に
よ
る
被
害

が
増
え
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
被
害
を

防
ぐ
た
め
、
常
設
し
て
い
る
「
消
費

生
活
相
談
窓
口
」
に
消
費
生
活
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
な
ど
の
専
門
的
知
識
を
有

す
る
相
談
員
を
配
置
す
る
と
共
に
、

民
生
委
員
や
各
種
団
体
と
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
構
築
し
被
害
防
止
に
、
よ

り
一
層
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

●
三
角
西
港
の
世
界
遺
産
登
録
に
向

け
た
取
り
組
み
を
継
続

観
光
に
つ
き
ま
し
て
は
、
三
角
西

港
が
「
九
州
・
山
口
の
近
代
化
産
業

遺
産
群
」
の
中
の
一
つ
と
し
て
世
界

遺
産
へ
の
登
録
を
目
指
し
て
ま
い
り

ま
す
。

ま
た
、
国
の
重
要
文
化
財
で
も
あ

り
ま
す
三
角
西
港
が
今
年
築
港
１
２

０
年
を
迎
え
る
に
当
た
り
、
三
角
町

の
再
生
に
向
け
、
そ
の
記
念
事
業
を

開
催
し
、
歴
史
的
に
、
ま
た
文
化
的

に
も
高
い
価
値
の
あ
る
西
港
を
内
外

に
ア
ピ
ー
ル
す
る
と
共
に
宇
城
市
の

観
光
振
興
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

●
市
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
や
各
地
域
の

祭
り
で
観
光
客
を
集
客

ま
た
、
花
の
ま
ち
宇
城
市
を
目
指

し
全
市
に
広
が
り
を
見
せ
て
い
る

「
花
の
ま
ち
づ
く
り
運
動
」
の
一
環

と
し
て
の
「
宇
城
市
フ
ラ
ワ
ー
フ
ェ

ス
タ
」
の
開
催
、
宇
城
市
の
農
産
物

を
Ｐ
Ｒ
す
る
「
宇
城
市
物
産
展
」、

さ
ら
に
は
各
地
域
で
行
わ
れ
て
い
る

伝
統
あ
る
祭
り
な
ど
の
特
色
あ
る
イ

ベ
ン
ト
を
通
し
て
地
域
の
一
体
化
を

図
る
と
共
に
観
光
客
の
集
客
対
策
に

力
を
入
れ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

土
木
部

●
市
中
心
部
の
道
路
網
整
備
事
業
の

本
格
実
施
と
地
区
内
道
路
の
整
備

昨
年
度
か
ら
一
部
着
手
い
た
し
て

お
り
ま
す
市
中
心
部
の
道
路
網
整
備

に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
年
度
か
ら
本

格
的
に
事
業
に
取
り
掛
か
る
こ
と
と

し
て
お
り
、
将
来
を
見
す
え
た
本
市

の
中
心
部
の
道
路
整
備
を
構
築
し
て

ま
い
り
ま
す
と
共
に
、
生
活
道
路
の

整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
特
に
歩
道

や
交
差
点
な
ど
通
勤
・
通
学
路
に
お

け
る
危
険
箇
所
や
、
緊
急
車
両
が
進

入
で
き
な
い
地
区
内
道
路
は
、
補
助

事
業
な
ど
を
活
用
し
、
積
極
的
に
そ

の
改
善
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

●
総
事
業
費
９
億
１
０
０
０
万
円
の

道
路
新
設
改
良
事
業
を
計
画

本
年
度
計
画
の
道
路
新
設
改
良
事

業
で
あ
り
ま
す
が
、
件
数
に
し
ま
し

て
補
助
事
業
５
件
、
単
独
改
良
事
業

で　

件
の
、
総
事
業
費
で
９
億
１
０

29
０
０
万
円
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

●
「
準
Ｐ
Ｆ
Ｉ
」
で
豊
野
町
響
ヶ
原

団
地
に　

戸
の
建
設
を
計
画

16

次
に
、
市
営
住
宅
の
管
理
の
現
状

で
あ
り
ま
す
が
、
現
在
、
本
市
と
し

て　

団
地
、
１
２
４
９
戸
を
管
理
し

47
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
市
営
住
宅
の
構
造
や
規

模
は
、　

％
が　

㎡
未
満
の
狭
小
住

70

50

宅
で
老
朽
化
が
著
し
い
状
態
で
あ
り
、

早
急
な
改
善
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

ま
た
市
営
住
宅
へ
の
入
居
希
望
は

高
く
、
公
営
住
宅
へ
の
期
待
・
需
要

に
応
え
る
た
め
に
も
、「
公
共
賃
貸

住
宅
」
と
し
て
の
市
営
住
宅
の
使

命
・
役
割
は
無
視
で
き
な
い
も
の
が

あ
り
、
市
営
住
宅
の
現
状
や
今
日
の

社
会
情
勢
を
踏
ま
え
、
さ
ら
に
民
間

の
賃
貸
住
宅
も
含
め
た
住
宅
市
場
に

配
慮
を
し
な
が
ら
、
本
年
度
、「
準

Ｐ
Ｆ
Ｉ
」（
民
間
資
金
を
活
用
し
た

社
会
資
本
整
備
）
方
式
に
よ
り
、
豊
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３月１６日に花壇コンクールの審査がありました

野
町
響
ヶ
原
団
地
に　

戸
の
建
設
を

16

計
画
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

●
「
地
域
住
宅
計
画
」
の
下
「
準
Ｐ

Ｆ
Ｉ
」
で
６
団
地
を
建
て
替
え

厳
し
い
財
政
情
勢
の
中
、
今
ま
で

旧
町
が
そ
れ
ぞ
れ
策
定
し
て
お
り
ま

し
た
「
ス
ト
ッ
ク
総
合
活
用
計
画
」

を
ま
と
め
、　

カ
年
の
「
地
域
住
宅

10

計
画
」
を
策
定
し
、
今
後
６
団
地
の

建
て
替
え
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
が
、

こ
れ
ら
に
つ
き
ま
し
て
も
、「
準
Ｐ

Ｆ
Ｉ
」
事
業
で
実
施
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

●
松
橋
駅
周
辺
地
域
の
土
地
利
用
計

画
な
ど
を
検
討

ま
た
、
都
市
計
画
で
は
、
現
在
、

都
市
計
画
区
域
に
つ
い
て
は
、
松

橋
・
不
知
火
都
市
計
画
区
域
と
小
川

都
市
計
画
区
域
の
２
カ
所
が
存
在
し
、

こ
の
う
ち
、
松
橋
・
不
知
火
都
市
計

画
区
域
に
は
、
用
途
地
域
の
指
定
が

な
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
、
松
橋
駅
周
辺
開
発
構
想

も
計
画
さ
れ
当
地
域
の
今
後
の
土
地

利
用
計
画
な
ど
に
つ
い
て
さ
ら
に
検

討
を
行
い
対
処
し
て
ま
い
り
ま
す
。

●
下
水
道
事
業
の
企
業
会
計
へ
の
移

行
と
市
街
地
周
辺
の
下
水
道
整
備

次
に
、
新
市
の
公
共
下
水
道
事
業

は
、
平
成　

年
度
末
で
整
備
率　

・

17

36

４
％
（
見
込
み
）
で
あ
り
、
整
備
が

遅
れ
て
い
る
市
街
地
周
辺
部
に
つ
い

て
も
積
極
的
に
整
備
を
進
め
な
が
ら

今
後
さ
ら
に
整
備
済
み
地
域
で
の
水

洗
化
率
の
向
上
お
よ
び
事
業
運
営
の

安
定
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

な
お
、
本
年
度
は
、
松
橋
不
知
火

公
共
下
水
道
事
業
・
松
橋
不
知
火
特

定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
事
業
・
小

川
町
の
八
代
北
部
流
域
関
連
公
共
下

水
道
事
業
を
引
き
続
き
実
施
い
た
し

ま
す
。

●
農
業
集
落
排
水
事
業
で
水
洗
化
率

向
上
を
推
進

次
に
、
農
業
集
落
排
水
事
業
に
つ

い
て
は
三
角
町
１
地
区
、
不
知
火
町

１
地
区
、
豊
野
町
３
地
区
に
お
い
て

供
用
開
始
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

水
洗
化
率
が
低
く
事
業
運
営
に
支
障

を
来
し
て
い
る
状
況
に
あ
り
、
な
お

一
層
水
洗
化
率
の
向
上
に
努
め
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

●
不
知
火
町
松
合
地
区
に
計
画
さ
れ

て
い
た
漁
業
環
境
排
水
事
業
を
中
止

不
知
火
町
に
計
画
さ
れ
て
い
ま
し

た
松
合
地
区
特
定
環
境
保
全
公
共
下

水
道
事
業
は
中
止
す
る
こ
と
と
い
た

し
ま
し
た
。　

住
民
の
方
々
に
は
大

変
申
し
訳
な
く
存
じ
ま
す
が
、
代
わ

り
に
合
併
浄
化
槽
で
整
備
い
た
す
こ

と
に
決
断
い
た
し
ま
し
た
。
ご
理
解

と
ご
了
承
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

●
松
橋
地
区
の
一
部
で
農
業
集
落
排

水
事
業
化

旧
松
橋
町
に
お
い
て
進
め
ら
れ
て

お
り
ま
し
た
竹
崎
地
区
・
内
田
地
区

お
よ
び
豊
福
・
両
仲
間
地
区
の
一
部

に
お
け
る
農
業
集
落
排
水
事
業
を
本

年
度
か
ら
事
業
化
に
向
け
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。
地
域
の
安
全
で
快

適
な
暮
ら
し
を
確
保
す
る
こ
と
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
不
足
気
味
の
農
業

用
水
へ
の
再
利
用
を
図
っ
て
参
り
ま

す
。

●
水
道
普
及
や
徴
収
強
化
で
収
入
を

確
保
し
効
率
化
で
コ
ス
ト
を
削
減

な
お
、
冒
頭
に
も
述
べ
ま
し
た
が

下
水
道
事
業
は
、
本
来
独
立
採
算
が

原
則
で
あ
り
ま
し
て
、
そ
う
い
う
趣

旨
か
ら
下
水
道
事
業
全
体
の
運
営
、

運
用
の
効
率
化
を
目
的
と
し
て
、
公

営
企
業
会
計
へ
移
行
す
べ
く
今
年
度

か
ら
そ
の
作
業
に
取
り
掛
か
り
、
２

年
を
め
ど
に
公
営
企
業
会
計
へ
移
行

し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

教
育
部

宇
城
市
で
は
人
間
尊
重
の
精
神
を

基
に
、　

世
紀
の
国
際
社
会
に
貢
献

21

で
き
る
「
強
く
て
優
し
い
」
次
代
を

担
う
子
ど
も
た
ち
の
育
成
に
努
め
る

と
共
に
、
市
民
が
生
涯
に
わ
た
っ
て

健
康
で
生
き
が
い
と
潤
い
の
あ
る
生

活
が
で
き
る
生
涯
学
習
社
会
の
実
現

を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

宇
城
市
の
学
校
教
育
に
お
き
ま
し

て
は
、
昨
年
度
、
教
育
特
区
の
認
定

を
受
け
て
郷
土
の
歴
史
・
伝
統
文

化
・
食
文
化
に
つ
い
て
の
学
習
、
英

会
話
科
の
新
設
、
中
学
校
で
の
中
国

語
導
入
な
ど
に
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
し
た
。

●
小
・
中
学
校
に
二
学
期
制
を
導
入

本
年
度
は
、
宇
城
市
教
育
改
革
の

第
２
弾
と
し
て
小
・
中
学
校
に
二
学

期
制
を
導
入
し
、
地
域
の
特
性
を
生

か
し
た
教
育
の
さ
ら
な
る
充
実
に
努

め
、
児
童
・
生
徒
一
人
一
人
の
学
力

向
上
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

●
不
知
火
中
学
校
建
設
に
着
手

ま
た
、
学
校
の
施
設
設
備
の
多
く

は
老
朽
化
が
進
み
、
大
規
模
改
修
や

改
築
が
必
要
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。　

本
年
は
、
現
在
進
め
て
お
り
ま
す
統

合
三
角
小
学
校
学
校
建
設
事
業
が
完

了
し
、
不
知
火
中
学
校
建
設
に
取
り

掛
か
り
ま
す
。

今
後
は
適
正
な
施
設
の
維
持
管
理

に
努
め
な
が
ら
、
計
画
的
に
各
学
校

施
設
整
備
の
充
実
に
最
大
の
努
力
を

し
て
ま
い
り
ま
す
。

●
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大

会
開
催
と
ス
ポ
ー
ツ
活
動
支
援

次
に
、
本
市
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に

つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

「
健
康
立
市
宣
言
」
に
基
づ
き
、

市
民
が
生
涯
に
わ
た
り
ス
ポ
ー
ツ
を

楽
し
む
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
大
会
の
開
催
を
は
じ
め
、
健
康
な

生
活
を
営
む
こ
と
の
で
き
る
ス
ポ
ー

ツ
活
動
を
支
援
し
て
健
康
づ
く
り
、

体
力
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
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市長所信表明

第２回宇城市少年サッカー三角大会が２月２５
日にあり松橋小サッカー部が優勝しました


